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1. はじめに

この「投稿の手引」は、「大気環境学会投稿規定」より論文等の投稿にあたり原稿執筆の際に従うべき必要最小限の約束が記されている。これに従わない原稿は受理されない場合があるので注意すること。なお、英文による投稿は別に定める「英文投稿規定」による。

· 投稿する論文は、大気環境に関連した諸分野の独創的な研究で、価値ある事実または結論を含み、投稿規定に示された条件を満たしたものでなければならない。

· 筆頭著者は本会会員に限る。共著者は論文の完成に意義ある貢献を果たし、論文内容に共同の責任を負える者であり、またその範囲に限られる。

· 同一の研究成果を報告した論文原稿を複数の研究誌に投稿してはならない。

· 論文は、その研究を他者が再現したり検証・評価したりするために必要な情報の出所、および論証の過程を明らかになければならない。

· 引用した情報は、読者が入手可能なものでなければならない。

· 投稿原稿には捏造、改ざん、あるいは他者の論文から盗用した情報が含まれてはならない。

· 著者は論文で述べる研究において、調査等の対象となる市民の人権、個人情報等を侵害してはならず、また実験等に際しては被験者の生命・健康・プライバシーおよび尊厳を守らなければならない。

2. 投稿原稿の書き方

· 論文は、読みやすく筋の通った簡潔な文章体とし、原則として常用漢字と現代仮名遣いを用いる。副詞はなるべくかなで書き、代名詞、助動詞、助詞および接続詞はかなで書く。

· 学会誌の大きさを　Ａ４版　とする。

· 投稿原稿は学会誌刷上りの書式のテンプレートを用いて記述し、ＣＤ-Ｒにファイルした形で提出すること。

· 原稿の審査が終了し、その掲載が許可された場合、最終原稿をＣＤ-Ｒにファイルし、確認のための印字原稿とともに本会編集委員会宛てに送付すること。

· 確認のための印字原稿は白黒で印刷し、図、表、写真が鮮明に印刷されていることを確認すること。なおカラー印刷を希望する場合には事務局と相談すること。

3. 投稿

(1) 投稿原稿の書式

1） 基本的な書式の設定は下記とする。

用紙サイズA4縦投稿原稿はＡ４版の学会誌刷上りの状態となるようにタイトル、要旨、本文、等の各項目を指定の書式で記述し、図、表、写真は所定の位置にキャプションと共に挿入し完成した状態とする、投稿原稿の全てはCD-Rにファイルした電子ファイルにて提出する。
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· 横書き、文字数27字、行数50行、2段組

· フォント　　MS明朝　10P

· 1ページの基本的な文字数は2、700字

· ファイルの作成には特殊なイデントを使用しないこと

· 投稿原稿の書式は、テンプレートを学会ホームページからダウンロードし、これに原稿を上書きして作成することが出来る

(2) 投稿の注意

1） 投稿原稿は、ＣＤ-Ｒの電子ファイルにて１部を提出する。論文審査は、この電子ファイルにより行われるので、正確にファイルされたものでなければならない。提出前にファイルの内容が投稿規定に適合していることを十分確認し、全ての控えを保存しておくこと。原稿の提出にあたっては投稿カードを同時にＣＤ-Ｒにファイルし提出しなければならない。

4. 投稿原稿の構成

· 投稿原稿は学会誌テンプレートにより刷上がりの状態に電子ファイルに作成する。

· 関連ある幾つかの論文を同じ題名で発表する場合は、題名にローマ数字I、II、IIIで番号をつける。なお、その題名は途中で変更しないこと。また、これには副題を付しても良い。

· 著者が複数の場合には著者名、所属機関名にそれぞれ、○○○○＊、○○○○＊＊のようにして記す。

· 投稿原稿の構成はそれぞれ下記の順に全てを記述する。図、表、写真はそれぞれ所定の位置にキャプションと共に実際の大きさで挿入する。

· 原稿の刷上りは投稿原稿と同じであるから、本文、図、表、写真、これらのキャプション、注記等のレイアウトを予め十分確認すること。

(1) 研究論文

原著論文、ノート、速報、技術調査報告、総説の構成は下記の順で全ての項目について記述する。


1）和文タイトル　 （MS明朝　14P）（中央揃え）

2）和文著者名　　　（MS明朝　12P）（中央揃え）

3）英文タイトル　(Times New Roman　12P) （中央揃え）

4）英文著者名　(Times New Roman　12P)　 （中央揃え）

5）英文著者所属住所(Times New Roman10Ｐ)（中央揃え）

6）英文要旨　(Times New Roman 10Ｐ)

7）Key Word　(Times New Roman　10Ｐ)

8）本文　　　（MS明朝　10P）

9）（受稿日）　（掲載決定日）（MS明朝　10P）

10）文献　　　（MS明朝　10P）

11）和文タイトル（MS明朝　14P）　（中央揃え）

12）和文著者名　（MS明朝　12P）　（中央揃え）

13）和文著者所属住所（MS明朝　10P）　（中央揃え）

14）和文要旨　 （MS明朝　10P）

(2) 解説、入門講座、資料、の構成は原則として下記の項目について記述するとする。

1)和文タイトル　（MS明朝　14P）　（中央揃え）

2)和文著者名　　（MS明朝　12P）　（中央揃え）

3）和文要旨 　　（MS明朝　10P）

4）本文　　   　（MS明朝　10P）

5）文献　　　  　（MS明朝　10P）

6）和文著者所属住所（MS明朝　10P）　（中央揃え）

(3) 別刷表紙には次の事項を記入する。

①原稿の種類、②和文題名、③英文題名、④著者名､⑤所属機関名、⑥同所在地を書く。複数の場合には著者名、所属機関名にそれぞれ、○○○○＊、○○○○＊＊のように記す。

5. 投稿カード

投稿カードは学会ホームページからダウンロードし次の事項を記入する。

①原稿の種類、②審査希望部門、③原稿発送日、④題名、⑤英文題名、⑥著者名（所属機関名、所在地を付記する）、⑦連絡者名、⑧連絡先（郵便番号、電話番号、Faｘ番号、E-mailアドレスを付記する）、異動の際は直ちに事務局に連絡すること。⑨原稿枚数（本文、和文要旨、英文要旨、表、図、写真等）

6. 原稿作成の注意事項

(1) 本文中の見出しは、１．緒言、２．実験、３．結論、４考察などとし、中見出しは、　　１．１、１．２､・・・、などとポイントシステムで書く。大見出しと中見出しの本文の前は１行あける。小見出し以下の項目は任意とする。

(2) ローマ字は半角活字体で書き、専門用語は、学会や文部科学省で制定されたもの（例えば、学術用語集化学篇など）によること。外国の人名、会社名などはローマ字で書くことを原則とする。ただし、周知の術語はカタカナ書きとする。本文中で引用する人名には謝辞を除き敬称はつけない。句読点、カッコは１字に数え、原稿の書き始め、および行を改めたときの書き始めは１字あける。

(3) 和文要旨は、本文の内容の学術的要点を全文通読したのとほぼ同様に伝えるためのものであり、本文の内容を忠実かつできるだけ具体的に伝えるように書くこと。

(4) キーワードは６個以内とし、英語で英文要旨の下段に書く。キーワードは論文内容の検索が正しく行える語を本文中から選び出すこと。
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大気環境学会誌は平成20年1月発行の，第43巻，第1号からＡ４判にて発行することとなりました。これを機会に原稿はCD-Rの電子ファイルに指定のページ設定にて作成して提出することとなりました。従来は，投稿する原稿はA4用紙に印刷で，書式は A4用紙にフオントサイズ12P（24ドット×24ドット），36文字×30行にて印刷して提出と言うかなり以前のワープロ機器にての作成に対応したものでした。
原稿は，本文，英文要旨，和文要旨，著者名，著者所属住所，図，表，写真等をばらばらで提出していたので，著者も査読者も編集が終わり製版され校正刷りが出来るまで原稿の完成状況が判りませんでした，特に図，表，写真の原稿は，多くの場合は刷上がりで小さくなるので不鮮明になり校正の段階で拡大或いは縮小等の修正をすることが多く，製版と印刷に混乱を招きました。
この度。大気環境学会誌がＡ４判にて発行を機会に投稿するをCD-Rの電子ファイルに指定のページ設定にて作成し，図，表，写真も所定の場所に張込むので，原稿の段階で刷上がりの学会誌となります。投稿はCD-Rを1枚ですみますし，査読等も電子メールで出来るので学会誌の刊行を効率化するためにご協力をお願いします。この ―「投稿の手引き」による原稿作成の見本 ―　をテンプレートとして使ってください，基本的な「ページ設定」は，27字×50行×2段×フォント10P，です。　
この ― 「投稿の手引き」による原稿作成の見本 ― はテンプレートとしては未完成ですが，学会誌完成状態の見本として示したものです，書式を「投稿の手引き」にしたがって設定して作成してありますので，とりあえず投稿の参考に使ってください。
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